
事業概要　【誰一人取り残さない防災情報サービス導入事業】　

自治体名 佐賀県鹿島市 人口 26,861人 事業費 2,323千円

事業概要
本市では、外国人住民等への防災情報の不達や、災害時の道路規制等の動的情報の不足が課題となっている。
本事業では既存の公開型GIS「かしまっぷ」に多言語・やさしい日本語対応レイヤ、通行止め箇所レイヤ、並びに
地点別情報の印刷機能を実装する。これにより、全住民がリスクを直感的に把握し避難行動へ繋げる防災マップ
の普及を図るとともに、不動産業者等の民間活用を促すことで、地域一体で安全な暮らしを実現する。

具体
サービス

【防災情報サービス（かしまっぷ拡張）】
既存の公開型GIS「かしまっぷ」に搭載されているハ
ザードマップを最新版に更新、並びにシステムを高度
化し、「誰一人取り残さない防災情報サービス」を実
現する。
• 多言語・やさしい日本語対応のレイヤの追加
• 通行止め情報のリアルタイム公開
• マイ・ハザードマップ印刷機能実装

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①インターネット地図情報閲覧システムのアクセス数
②外国人住民および災害弱者への情報到達件数

【アウトカム指標（成果指標）】
①やさしい日本語レイヤの利用者満足度

多言語・やさしい
日本語 通行止め箇所 マイ・ハザードマップ

かしまっぷ

「誰一人取り残さない」防災を実現！


